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ビジネスの上流から開発、
運用・保守まで一気通貫でサポート

　 私は今、DXビジネス企 画・推 進 本 部
において、「CTCデジタル・インテグレー
シ ョン サ ー ビ ス」を 提 供 して い ま す。
　このサービスがどういったものかお話し
する前に、まずは CTCと会社を取り巻く
環境についてご説明します。CTCはSIerと
して、大規模システムにおける高度なイン
フラ構築や高品質な運用サービスを強み
に成長してきました。しかし現在は、事業
環境の変化や競争の激化などにより、シ
ステムのインフラ構築の在り方が変わって
きています。一例を挙げれば、顧客企業に
おいてシステム構築の内製化が進み、当
社の提供するサービスには、効率化や高
度化に加えてさらなる価値が求められる
ようになっています。そのためには、従来

CTCが強みとしてきたシステム構築だけで
なく、アプリケーション開発ができること
をアピールしていく必要が出てきました。
　さらに日本では DXを、デジタルを活用
した業務の効率改善として捉えるケースが
多いのですが、本来はそれに加えて、既存
のビジネスや商品を全く新しい形に昇華
させること、まさにイノベーションを起こす
ことを指します。そのためDXの推進は、IT

システムの枠を超えて全社的な戦略の視
点が求められるようになっているのです。
　当社がお客様へ提案する際も、従来か
らお付き合いさせていただいている情報
システム部門だけでなく、より経営層に
近いポジションへのアプローチが必要に
なっています。お客 様により深く入り込
む た め に、ビ ジネス 戦 略 や CX（カスタ
マー・エクスペリエンス ）戦略などビジネ
スの上流から、システム開発、運用・保守

まで、お客様をサポートするビジネスス
キームが求められるようになっており、そ
のような一気通貫でのサービス提供を実
現したのが、冒頭申し上げた「CTCデジ
タル・インテグレーションサービス」です。

伊藤忠デジタル事業群との
協業でサービスに厚み

　CTCデジタル・インテグレーションサービ
スのビジネススキームの着想を得たのは、
前述したような事業環境の変化もあります
が、私を含めて当社の社員が大手自動車
メーカーへ出向して、新しいビジネスモデル
の構築に携わったこともきっかけになって
います。そこで事業ポートフォリオの変革を
目の当たりにしたことは、大変貴重な体験と
なりました。
　当時のCTCは、ビジネス戦略やCX戦略
などの経営戦略コンサルティングのケイパ
ビリティが、社内に蓄積されているわけでは
なく、コンサルティング領域の強化がさらな
る成長に向けて重要となっていました。それ
が大きく変わった出来事が2023 年の伊藤
忠商事によるCTCの株式非公開化です。そ
れまでも伊藤忠商事および伊藤忠商事のグ
ループ会社と連携して案件を進めることは
ありました。現在は、伊藤忠商事のデジタル
事業群の中に当社が明確に組み込まれたこ
とにより、当社サービスの高度化だけでな
く、当社の成長戦略の加速とさらなる収益
の拡大が期待されています。特に、お客様の

DXを推進するにあたり、CTCに足りないケ
イパビリティがあれば、それを補完する会社
と仲間になる、つまりM＆Aなどの投資案
件が増えていくことが想定されるため、伊藤
忠商事のネットワークや投資ノウハウなど
の経営資源を最大限活用できることは当社

の強みの一つになると考えています。
　伊藤忠デジタル事業群の一つである I＆

Bコンサルティング（株 ）（以下：I&B）は、

2024年４月に伊藤忠商事とボストン コンサ
ルティング グループ（以下：BCG）が合弁
で設立した会社です。I&Bは、BCGのコンサ
ルティングの知見と伊藤忠商事のビジネス
ノウハウ・アセットを活かした戦略策定、構
想設計、実行支援を提供します。なお、私は

I&Bのアドバイザーに就任し、CTCデジタ
ル・インテグレーションサービスを推進する
チームと兼任することで、相互の連携を深
めています。
　またそれに先立ち2022 年には、当社は
伊藤忠商事及び世界最大手の広告代理
店である英 WPP傘下の英AKQAと、合弁
会社 AKQA UKAを立ち上げています。同
社も伊藤忠デジタル事業群の一つであり、
主にCXデザインのコンサルティングを行っ
ています。
　こういった伊藤忠デジタル事業群との強
固な連携により、上流ビジネスを拡充するこ
とが可能となり、私たちが提供するCTCデ
ジタル・インテグレーションサービスにさら
に厚みを持たせることができるのです。サー
ビスに厚みを持たせることにより、従来の
オーガニック戦略に加え、新しいお客様や
経営層レベルにアプローチすることで、イン
オーガニックな成長戦略を描いています。

                      

成長戦略を可能にする人材

　私たちが提供するサービスのさらなる成
長を目指すにあたり重要となるのは、当社
の人材だと私は確信しています。私のモッ
トーは、「自主 」「創 造 」「挑 戦 」であり、こ
れは私たちのチームのパーパスでもあり
ます。当たり前のようですが、自ら考え、自
ら行動し、新しい道を切り拓く。そして当
社のコーポレートアイデンティティである

Challenging Tomorrowʼs Changes”
にあるように、常に新しいことに挑戦し続け
る。このパッションを持つことが、私たちの
チームの根底に流れているのです。私たちの
チームは発足当初は30 人ほどの規模でし
たが、今では150人のメンバーがいます。こ
れからもバイタリティにあふれた人たちと一
緒に仕事をしていきたいです。未来の社会
を担う人たちと一緒に挑戦を続けながら、
さらなる新しいビジネス領域の創出を図っ
ていきます。
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